













　　This paper consider the Naobi-Ko, which was organized in 1842 in the village of Kami-shiojiri, Chisagata 
district, Shinano, Japan.　Naobi-Ko was the permanent saving-type mutual financing association, which was dif-
fered from the regular type of the Tanomoshi-Ko.　At first, the Naobi-Ko’s main fund management was the 
‘Azukari’, which was in fact the loan to the member of the Naobi-Ko.　After 1867, the Naobi-Ko’s main fund 
management was the loan to the person outside the Kami-shiojiri village, except the member of the Naobi-Ko.　
It seems that the progress of the market economization by the expansion of the silkworm egg trade business was 
the reason that the loan increased.　Naobi-Ko was merged by Eizoku-sha in 1874, and Eizoku-sha was reorga-
nized into the Shiojiri bank in 1880.























































































































開始年（西暦） 新結成数 開始年（西暦） 新結成数
天保 9（1838） 1 安政 6（1859） 1
天保 13（1842） 3 安政 7（1860） 4
安政 2（1855） 1 文久元（1861） 5
安政 3（1856） 5 文久 2（1862） 1
安政 4（1857） 11 文久 3（1863） 2





























年 月 西暦 両 分 朱 貫 文
天保 13 2 1842 13 1
天保 13 12 1842 114 2 226
天保 14 3 1843 167 1 1 913
天保 14 11 1843 247 2 250
天保 15 3 1844 304 1 416
天保 15 11 1844 378 3 2 458
天保 15 11 1844 395 1 576
弘化 2 3 1845 407 3 2 670
弘化 2 11 1845 415 415
弘化 3 3 1846 228 3 2 575
弘化 3 11 1846 220 3 322
弘化 4 3 1847 222 2 173
弘化 4 11 1847 232 2 2 616
嘉永元 3 1848 253 130
嘉永元 11 1848 266 1 345
嘉永 2 3 1849 286 1 2 659
嘉永 2 11 1849 293 1 133
嘉永 3 3 1850 335 2 368
嘉永 3 11 1850 365 1 2 276
嘉永 4 3 1851 386 2 2 35
嘉永 4 11 1851 403 2 767
嘉永 5 2 1852 447 3 2 484
嘉永 5 11 1852 444 463
嘉永 6 3 1853 466 1 741
嘉永 6 11 1853 498 3 2 722
嘉永 7 3 1854 517 2 35
嘉永 7 11 1854 574 1 120
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表 2-2　直毘講総〆金高推移
年 月 西暦 両 分 朱 貫 文
安政 2 3 1855 612 1 1 380
安政 2 11 1855 665 3 2 274
安政 3 3 1856 706 2 362
安政 3 11 1856 754 2 1 540
安政 4 3 1857 821 1 382
安政 4 11 1857 890 2 2 209
安政 5 3 1858 960 3 3 366
安政 5 11 1858 1,039 3 248
安政 6 3 1859 1,075 2 1 74
安政 6 11 1859 1,032 3 280
安政 7 3 1860 1,072 1 1 80
万延元 11 1860 1,039 1
文久元 3 1861 1,083 1 492
文久元 11 1861 1,057 2 1 139
文久 2 3 1862 1,115 2 2 109
文久 2 11 1862 1,085 1 89
文久 3 3 1863 1,105 2 1 301
文久 3 11 1863 1,077 3 175
元治元 3 1864 1,133 2 1 192
元治元 11 1864 1,139 1 87
元治 2 3 1865 1,203 2 346
元治 2 11 1865 1,146 2 17
慶応 2 3 1866 1,229 2 395
慶応 2 11 1866 1,205 3 2 318
慶応 3 3 1867 1,261 2 178
慶応 3 11 1867 1,229 2 3 140
慶応 4 3 1868 1,340 1 1 127
明治元 11 1868 1,335 131
表 2-3　直毘講総〆金高推移
年 月 西暦 両 分 朱 貫 文
明治 2 3 1869 1,405 3 3 391
明治 2 11 1869 1,383 3 3 227
明治 3 3 1870 1,453 1 3 542
明治 3 11 1870 1,769 3 1 131
明治 4 11 1871 1,830 2 1 140
明治 5 3 1872 1,920 2 303
明治 5 11 1872 1,935 1 20
明治 6 3 1873 1,990 2 2 450
明治 6 11 1873 2,047 3 1 146
明治 7 3 1874 2,119 54 1 4






































































































































































































































































































































































































































表 4　直毘講講員の相続 ･改名 ･加入 ･除講
年月 西暦 摘要 氏名 備考
天保 15年 3月 1844 相続改名 佐藤安兵衛→八郎右衛門 親佐藤八郎右衛門死失に付相続
天保 15年 3月 1844 相続改名 佐藤国次郎→安兵衛 佐藤八郎右衛門方へ養子に付き改名
天保 15年 3月 1845 加入 佐藤善右衛門 倅国次郎八郎右衛門方養子相続に差出しに付
き引受講入り
天保 15年 11月 1845 除講 佐藤半弥 身上不如意に付除講
天保 15年 11月 1845 加入 小林庭之助 半弥除講に相成り人数減に付き講入
弘化 4年 3月 1847 改名 佐藤治郎兵衛→治郎八
弘化 4年 3月 1847 改名 佐藤柴三郎→治郎兵衛
嘉永元年 1848 相続 佐藤三木助 安兵衛死失に付相続
嘉永 2年 10月 1849 相続 清水長三郎 清水銀右衛門死失に付相続
嘉永 6年 3月 1853 相続 山崎和吉 親和吉死失に付家督相続
嘉永 7年 11月 1854 相続 馬場源左衛門 親源蔵死失に付家督相続
安政 3年 3月 1856 改名 春原周吾→孫兵衛
安政 3年 3月 1856 相続 清水新左衛門 親長左衛門死失に付家督相続
安政 3年 3月 1856 譲受 佐藤勝蔵 兄三木助名前分譲受講入
安政 5年 3月 1856 相続 佐藤少兵衛→八郎右衛門 親八郎右衛門死失に付相続
安政 5年 3月 1856 相続 小林権之助 祖父清吾死失に付相続
安政 6年 11月 1859 相続 馬場安次 親源左衛門死失候に付相続
安政 7年 3月 1860 相続 春原五左衛門 親孫兵衛死失に付相続
安政 7年 3月 1860 改名 佐藤勝蔵→佐藤八郎右衛門
文久元年 3月 1861 改名 馬場安次→源蔵
文久 2年 3月 1862 相続 小林謙助 庭之助死去に付相続
元治 2年 3月 1865 相続 清水銀右衛門 親銀右衛門死失に付
元治 2年 3月 1865 相続 佐藤又兵衛 親郡蔵死失に付
明治 4年 11月 1871 相続 佐藤治郎兵衛 祖父治郎八死失に付代継





























































































　2　 直毘講の第 2期（1855（安政 2）年～
1868（明治元）年）の状況












細録」の記載によると，安政 2年 11月 28日時
点の預り金は，佐藤次郎八預り 20両（利 1分
3朱 185文），佐藤平作預り 10両（利 3朱 300文），
佐藤八郎右衛門預り 7両（利 2朱 256文），清
水銀右衛門預り 5両，清水善助預り 3両 1分 1
朱 218文（利 9両 1分 2朱 79文）となっていた。




嘉永年間まで見られた。安政 7年 3月 28日時
点では，佐藤治郎八への預り金として 108両 3
分 1朱 80文（利 9両 1分 2朱 79文）が記録さ
れている。また，預り金ではないが，1861（文
久元）年 11月 28日時点では，佐藤治郎八の引










たる 1855（安政 2）年 3月には，直毘講による
貸付先として，小県郡中曽根村萩原平左衛門へ
の金 100両（年 7両 2分ずつ 2回，10年かけ
て返済，150両が地代金）と，松代中町柏屋藤









之条村按吉への金 30両（10年賦 2両 1分 2回
50両），馬越村駒太郎への金 60両（4両 2分），
上塩尻村林之助への金 50両（内 3両 2分），入
田沢村庄左衛門への金 100両（7両 2分）が新
たに登場していた。










































表 5-1　直毘講の第 1期（1842（天保 13）年～1854（安政元）年）における貸付・預り等の状況（その 1）
　　　（1842（天保 13）年 12月現在の内訳）
金額 項目
両 分 朱 貫 厘 毛 文












8 2 5 内 3口半掛金
2 内会料
20 3 2 2 3 7 引残金佐藤治郎兵衛預り
33 4 佐藤治郎兵衛預り利足



































表 5-2　直毘講の第 1期（1842（天保 13）年～1854（安政元）年）における貸付・預り等の状況（その 2）
　（1854（嘉永 7・安政元）年 11月現在の内訳）
金額 項目
両 分 朱 貫 文
540 1 120 貸金元利〆高
5 3 水車家賃内取
20 当会 20人寄金








1 2 2 5 佐藤八郎右衛門預り利足
30 清水銀右衛門預り
2 2 4 5 清水銀右衛門預り利足
24 513 清水善助預り
2 3 6 清水善助預り利足
115 小林清吾田地金












表 5-3　直毘講の第 2期（1855（安政 2）年～1868（明治元）年）における貸付・預り等の状況（その 1）
　（1858（安政 5）年 11月現在の内訳）
金額 項目
両 分 朱 貫 文
960 3 3 366 安政 5年 3月〆高




1,095 3 248 〆金合計
－56 内金　年賦貸拾八口元金取入引









11 1 平右衛門　高 15両
52 2 徳右衛門　高 70両
37 2 市右衛門　高 50両
40 伝左衛門　高 50両




47 2 忠助　高 90両
33 1 権右衛門　高 35両
28 2 茂兵衛　高 30両
















































1 3 2 卯兵衛
1 2 金三郎
2 1 彦右衛門
2 2 3 健五郎












157 2 3 〆




31 1 9 藤本元利
19 3 3 182 庄之助
3 1 3 89 吉兵衛
－1 1 会料
－1 1 1 176 入用














































917 2 1,932両 2分　〆
1,313 2 1 140 合金
－4 御上納
－80 講中割取
1,229 2 1 140 引改
2 1 踏入　茂兵衛　皆済
27 1 3 512 嶋屋庄之助　林栄左衛門　かし













　3　 直毘講の第 3期（1869（明治 2）年～
1874（明治 7）年）の状況






































年 3月 28日には，23両 3朱 600文を佐藤治郎
兵衛が直毘講から預かっている。同じく明治 6
年 3月 28日には，277円 9銭 5厘 2毛を佐藤
治郎兵衛が直毘講から預かっている。翌明治 7
年 3月 28日には，250円（利 20円）を佐藤治
郎兵衛が「一季取り返しの内」ということで直



























布される以前の 1870（明治 3）年 3月に，直
毘講は第 1期の 1845（弘化 2）年に水野重助
より引き受けた房山村八幡前水車を譲渡し，講
として 338両 3分 2朱 520文の代金を得ている。
─　　─88（　　）220























1 3 2 卯兵衛
1 2 金三郎






















49 1 3 363 庫之助元利
7 2 239 吉兵衛元利
30 2 3 572 利兵衛元利
20 144 武兵衛元利
2 3 1 224 健五郎元利
4 3 1 326 治郎八元利
50 弥平次元金
7 2 223 水車分
172 1 2 2 103 〆
1 1 会料
4 廻金入用








































1,134 1 2 2,000　〆　39口
1,471 1 3 227 合
－4 御上納
－80 講中割取
1,387 1 3 227 引改
4 弥平治利足取
96 3 3 363 庫之助
9 239 瓦張　吉兵衛
39 2 3 572 利兵衛
5 142 柳沢　武兵衛
2 2 2 新屋　健？五郎
7 3 500 鍛冶町　忠蔵
1 2 大屋　長兵衛
1 3 2 中之丞　卯兵衛
3 3 清太郎
4 仁古田　卯左衛門




24 3 518 治郎兵衛預ケ
　1）　「直毘講積金明細録」より作成。
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円 銭 厘 毛
　（貸付・預り等の内訳）
2 84 5 健五郎
3 要五郎
































465 64 5 6 滞
37 25 1 6 滞利
6 76 6 坂田茂兵衛　滞かし





































757 12 5 〆
2,277 72 2 6 総括
－28 85 8 8 入費
－6 上納
－120 舎中割取
2,122 86 3 8 引〆
－106 14 3 1 内上納当分
2,016 72 7 引而





















引いた残額である 2,016円 72銭 7厘を 20人で



















































































　第 3期（1869（明治 2）年～1874（明治 7）年）
においても，直毘講員に対する講員の「預り」
が一部見られたものの，講員以外の者への貸付
が，直毘講による資金運用の中心となっていた。
貸付先の居住地としては，上塩尻村の周辺に位
置する，上田藩領の村，および上田城下の町方
に在住していた者が多かった。1874（明治 7）
年には，直毘講（直毘舎）は，永続舎として合
舎することになった。永続舎は 1880年には塩
尻銀行になっており，1840年代に設立された
長期継続的な金融組織である永続講は，私立銀
行である塩尻銀行の前身になっていたのであ
る。
本稿では永続講に属する講のうち，直毘講に
ついての検討にとどまっており，永続講の全体
像に関する検討は，いまだ不十分である。永続
講の全体的な状況を把握するためには，直毘講
以外の永続講に属した講についても，検討を進
めていかなければならない。加えて，永続講全
体については，蚕種業の展開との関連や，銀行
との関連についての分析も必要とされる。この
ように永続講の実態に関する検討について，残
された問題は多いが，以上の諸点の考察につい
ては，今後の課題としたい。
追記 : 本稿は，科学研究費基盤研究（C）「近
世末・近代日本における共同性と地域金融」（研
究課題番号 26380448）による研究成果の一部
である。
